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あさおきると、つくえにおとうとのいすがじゅんびされていました。いつもは、ぼくと、おとうさ

んとおかあさんのさんにんでたべるのにへんだなとおもっていると、おかあさんがちいさなおさらを

もってきました。

「なにこれ。」

おさらのなかに、しろくてとろとろしたものがはいっていてぼくはびっくりしました。

「これはごはんをつぶしているんだよ。きょうからあかちゃんもごはんをたべるよ。」

と、おかあさんがいいました。おかあさんが、ごはんをおとうとにたべさせると、おとうとはびっ

くりしたかおをしましたが、ごくりとのみこんでくちをすっていました。

「ぼくもたべさせたい。」

すぷーんですくってどきどきしながらたべさせると、ちいさなくちでいっしょうけんめいもぐもぐ

とたべているのがかわいくって、なんだかうれしかったです。

そのひから、かぞくみんなでごはんをたべるようになりました。おとうとのごはんも、とろとろか

らつぶつぶになってやわらかいごはんになって、いまはぼくとおなじごはんをたべるようになりまし

た。くちいっぱいに、ごはんをいれてがんばってたべているかわいいおとうと。おいしいねっていい

ながらもりもりたべるおとうさん。おいしいごはんをつくってくれてみんなにあじはだいじょうぶか

とききながらたべるおかあさん。よにんでたべるごはんは、さんにんでたべるときよりもたのしくて、

とてもにぎやかになりました。ぼくは、たべかたのせんぱいだからおとうとのおてほんになるように

たべるのはすこしきんちょうするときもあるけど、みんなでわらいながらはなしながらたべるごはん

はやっぱりおいしいです。

かぞくごはん
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